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要　約

原　著
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（Philips）を用い，デジタル・サブトラクション・アンギオグ
ラフィー（DSA）にて撮影した．陰性造影剤である炭酸 
ガスは医療用炭酸ガスボンベより直接，滅菌フィルター 

（20 μm2）を介して，50 mlシリンジに注入し，注入時に
air contaminationを防ぐため，三方活栓を使用して2回以
上炭酸ガスを排出するようにした．注入部位はペースメー
カー植込み側の前腕に末梢点滴を確保し，同部位より注入
した．炭酸ガスの注入は1回に20–25 mlを全て用手的に行
い，注入後持続点滴を再開した．さらに造影効果をあげる
ために，一気に注入することにした．静脈造影のタイミング
は，穿刺位置のずれを生じないように，ポケット部分を作
成後の通常穿刺を行う直前に施行した．穿刺の手順は22G
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目的　ペースメーカーなどのデバイス植込み後リード断線は避けては通れない合併症で，近年その回避の為に胸郭外穿刺
法や橈側皮静脈切開法等の種々の方法で，リードを挿入されることが多い．しかし，デバイスの進歩とともに，穿
刺を必要とする機会が増えている．穿刺を安全かつ短時間で行う為に，エコー，静脈造影などの補助手段が利用
されることもある．しかし，特別な操作・器具を使用したり，ヨード造影剤を使用によるヨードアレルギーなどの
副作用も考慮する必要性がある．そこで，我々は以前より血管造影に使用されている陰性造影剤である炭酸ガスを
使用した静脈造影法が胸郭外穿刺法を安全かつ短時間で可能にする補助手段になりうるかを検討した．

方法　2009年8月新規ペースメーカー植込み術を施行した6例（男1例，女5例，平均年齢72.8歳）を対象した．ペースメー
カー植込み側の前腕に挿入した末梢点滴より，炭酸ガス約20mlを用手的に一気に注入し，デジタル・サブトラクショ
ン・アンギオグラフィーにて撮影した．静脈造影はポケット作成後穿刺直前に行った．穿刺法は胸郭外穿刺を基本
とした．

結果　試験穿刺時間は平均30.0秒，2本のガイドワイヤーの留置時間は平均115.5秒，手術時間は平均70.7分であった．
最初の2例のみに注入時の血管痛を認めた以外，動脈穿刺，気胸などの合併症は認めなかった．

結論　ペースメーカー植込みに際して，炭酸ガスを用いた静脈造影法を行い,全例で静脈の位置，開存が確認でき，大き
な合併症もなくリードを挿入できた．心内短絡症例などでは注意を必要とするものの，使用量，使用方法を誤ら
なければ，重篤な合併症を引き起こすことなく，比較的安全かつ短時間で，胸郭外穿刺法を可能にする補助手段
と考えられた.

対　象
　2009年8月に当科で新規ペースメーカー植込み術を必要と
した患者6例を対象に施行した．男性1例，女性5例で，
平均年齢 72.8歳であった．全例心房および心室に各1本計
2本のリードを挿入した（表1）．

方　法
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カテラン針で試験穿刺後，本穿刺を行い，ガイドワイヤー
を挿入するようにした．手術開始からポケット作成，試験穿
刺，ガイドワイヤー挿入終了および手術が終了するまでの時
間を測定した．

結　果
　全例に炭酸ガスを使用した静脈造影（図1）を行い，最
初の2例に注入時の血管痛がみられたが，炭酸ガス使用に

よる大きな合併症の発症は認めなかった．血管痛に対して
はルート内を炭酸ガスで満たしておくことで改善できた．穿
刺法は胸郭外穿刺を基本としてリードを挿入し，また手術
開始からポケット作成までの時間は平均14.3分と比較的時
間がかかったが，試験穿刺時間は平均30.0秒，2本のガイ
ドワイヤーの留置時間は平均115.5秒，手術時間は平均70.7
分であった．また，動脈穿刺など穿刺による合併症も認め
なかった．

表 1　患者詳細．

Case Sex Age
Volume of 

CO2

 (ml)

Incision-
pocket
(min)

Venous access-
lead insertion 

(min)

Time of 
venipuncture 
attempt (sec)

OPT
(min)

Angialgia

1 female 78 20 14 24.7 N.A. 91 ＋

2 female 61 20 15 7.1 N.A. 64 ＋

3 male 50 20 17 2.1 10 66 －

4 female 85 25 17 4.7 86 72 －

5 female 88 20 12 5.9 13 63 －

6 female 75 20 11 7.5 11 68 －

average 72.8 20.8 14.3 8.7 30 70.7

N.A. : not available, OPT : operative time.

図 1　炭酸ガスを使用した静脈造影．
SVC : Supra Vena Cava.
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考　察
　植込み型デバイスのリード挿入後の問題点として，リード
断線の発生が挙げられ，それを回避するために，現在リー
ド挿入法は胸郭外穿刺法1,2）が推奨されている．しかし，静
脈の走行，血管径は個人差もあり，デバイス植込み時間の
長短を左右するのは穿刺時間やリード留置時間である．時
間短縮に加え，穿刺による合併症を減少させるために，視
覚的情報として静脈の開存，走行を確認できることが望まし
いと判断され，エコーガイド下穿刺法3），double target法 4）

や静脈造影法 5,6）が試みられている．しかし，静脈造影法以
外は特別にエコーやカテーテルなどを使用する必要がある．
また，従来の静脈造影法ではヨード造影剤を使用する必要
がある．ヨード造影剤による副作用の頻度は，イオン性造
影剤12.66％，非イオン性造影剤3.13％と少なくはなく7），重
篤な副作用の頻度は減少したものの存在する8）．また，ヨー
ド造影剤の使用が複数回目であっても，アナフィラキシー
ショックを併発することがある．さらに，非イオン性造影剤
は抗原抗体反応のアレルギー反応は認められなくなったが，
別の機序によるアナフィラキシー様の症状を呈することが知
られている．そこで，ヨードアレルギー患者や腎機能障害（腎
不全）患者などに対する血管造影時に炭酸ガスを使用した
報告が近年散見されるようになった．これは炭酸ガスは酸
素に比べ約20倍も血液に溶ける特性を利用し，陰性造影剤
として1950年から1960年代にかけて血管造影時に使用され
るようになった9,10,11）．さらに炭酸ガスを使用したDSAに関
する報告は1982年Hawkinsらによって最初に報告され12），
本邦では1987年竹田らによって肝動脈に使用した報告がさ
れている13）．近年では，内シャント不全の診断，さらには腹
部大動脈瘤に対するステント治療といった動脈造影に対して
も炭酸ガスが造影剤として使用されている14,15,16）．
　炭酸ガスを使用した静脈造影法に関連した合併症として
疼痛，炭酸ガス塞栓が挙げられる．初期の2例に血管痛を
認めたが，これも点滴ルート内を炭酸ガスで満たすことで回
避できるようになった．Hawkinsらによれば炭酸ガス塞栓
は，1回の注入量が200 ml以下で，注入速度が50 ml/2–3
秒までとすれば回避できるとしており17），今回の造影時には
20–30 mlしか使用していない． 
　1回の注入量が200 ml以上になると静脈→右心系→肺循
環→左心系へガスが流入する恐れがあるとしている．動脈造
影に使用した際小腸梗塞，横紋筋融解，神経障害が報告さ

れ18），重篤な合併症を引き起こすため慎重に使用する必要
性がある．一方，静脈造影への使用の報告ではBendibら
が1,600名以上の患者に炭酸ガスを静脈内に投与し，合併
症なく安全に心臓の右心系の研究を行った11）とあり，炭酸
ガスの静脈系への使用は1回の使用量さえ間違えなければ
比較的安全と考えられる．相対的禁忌症例として肺高血圧
症例，心内短絡症例などが挙げられる．その理由として左
心系へ流入する可能性があり，そのため冠状動脈，頸動脈
へ炭酸ガスが流れこみ，重度の合併症を引き起こす可能性
が考えれられる．しかし，そのような合併症の報告はあまり
見受けられないことから静脈系への使用は比較的安全に使
用できるのでないかと考える．デバイス植込みの際は術前心
臓エコー検査を施行していることが多く，そのような疾患が
合併しているかは，あらかじめ診断がついていることが予想
され，そういった疾患を合併している症例には，念のため炭
酸ガスを使用した静脈造影を行わないことが賢明である．
さらに最も気になるair contaminationについては，炭酸ガ
スボンベにフィルターを介した点滴回路を接続し，シリンジ
で数回炭酸ガスを吸引，排出を繰り返すことで回避すること
ができると判断されている．　
　炭酸ガスでの造影効果に関しては，血液と炭酸ガスによ
る気液二相流と呼ばれる現象19），つまり気体と液体の界面
が存在し，気体である炭酸ガスが血管腔すべてを満たすこ
とができない．そのため，狭窄病変がある症例には，過剰
に静脈が狭窄していると判断される可能性がある．しかし，
Heyeらによれば，上肢から中心静脈までの静脈走行を確認
するにはヨード造影剤を使用した静脈造影と比べても大きな
差は認めない20）．今回の症例では造影効果がヨード造影剤
に比べコントラストが低い印象はあったが，炭酸ガス投与量
を増量すれば，十分造影所見が得られると考える．
　近年，心不全治療としての心臓再同期療法を行うために
は，複数のリードを挿入する必要性があり，橈側皮静脈切
開法のみでのリード挿入は困難で，穿刺法を併用せざるを
得ない．さらに植込み型除細動器のリード径は太く，断線
発生の可能性が危惧される．そのためにも胸郭外より挿入す
る必要がある．さらに心不全治療の場合，upgradeする症
例が存在するため，そのような例では静脈閉塞または狭窄し
ている可能性（29%–79%）がある20）．また，開心術後症例
では胸郭内の静脈，特に無名静脈の閉塞していることもあり，
その評価も行う必要がある．そのような，総合的判断を行う
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には，静脈造影法がすべてに対応できる補助手段と考えら
れる．静脈造影法に使用する造影剤として，炭酸ガスはヨー
ド造影剤より費用面，安全性（無腎毒性，無アレルギー性）
の点からも優れていると判断する．ただし，静脈造影法は
他の補助手段と異なり，リアルタイムな画像が得られず，静
脈の深度が不確定である問題点が挙げられる．しかし，エ
コーガイド下などの他の補助手段の報告と比較しても，穿刺
を含めたリード挿入までの時間はさほど差がなかった3,4）．さ
らに，通常行う末梢点滴の確保さえできれば，手術経験数
のみならず，医師としての経験度に関係なく安全かつ短時間
で穿刺は行える事が示唆された．

まとめ
　今回，ペースメーカー植込みに際して，炭酸ガスを用いた
静脈造影法を行い，全例で静脈の位置，開存が確認でき，
大きな合併症もなくリードを挿入できた．
　以上より，心内短絡症例などでは注意を必要とするもの
の，使用量，使用方法を誤らなければ，重篤な合併症を引
き起こすことなく，比較的安全かつ短時間で，胸郭外穿刺
法を可能にする補助手段と考えられた. 今後リード追加症例
に関しても，応用可能と考えられることが示唆された．
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